
A

v
a
d
a
n
a

と
I
t
i
v
u
tt
a
k
a

高

畠

寛

我

ア
ブ
ダ

ー
ナ
と
は
、
求
道
者
が
前
生
に
於
て
、
佛

に
値
い
、
種
々
の

善
業
を
爲
し
、
そ
の
業
果
と
し
て
、
後
生
に
於
て
、
相
當

の
畳
果
を
得

る
に
至
る
次
第
を
解
明
せ
る
説
話
を
い
う
の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
そ
の

圭
人
公
が
、
後
に
佛
陀
と
な
る
揚
合
は
、
そ
れ
は
本
生

(閨
多
迦
)
と

呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
通
常
、
聖
弟
子
が
誰
果
を
得
る
に
至
る
因
縁
を

前
生
と
後
生
と
の
蓮
繋
に
於
て
語
る
も
の
で
あ
る

齪
線
経
の
佛
繹
の

著
者
F

e
e
r
氏
は
ア
ブ
ダ
ー
ナ
と
は
あ
る
行
爲
と
そ
の
避
け
難
き
結
果

と
の
聞
に
存
す
る
關
係
を
事
實
に
ょ
り
て
謹
明
す
る
教
訓
で
あ
る
と
い

う
て
居
る
。
十
二
部
経
の
第
七
と
し
て
讐
喩
と
課
さ
れ
て
居
る
。
讐
喩

巴
い
う
語
は
、
意
味
が
廣
く
て
、
多
く
は
比
喩
の
意

に
解

せ
ら
れ
易

い
。
比
喩
と
い
う
意
味

の
梵
語
の
類
語
を
求
め
る
と
、
u
d
a
h
a
r
a
n
a
,

d
r
i
s
t
a
n
t
a
,
 
u
p
a
m
a
 
a
u
p
a
m
y
a
,
 
u
t
p
r
e
k
s
a

其
他
で
、
ア
ブ
グ
ー

ナ
に
は
、

印
度
で
は
、
直
接
、

こ
の
意
味
が
な
く
、
漢
諜

に
て
、
後
の

時
代
に
な
る
程
、

こ
の
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
ら
し
い
。

漢
課
に
て
、
十
二
部
経
の
第
八
の
如
是
語

(巴

i
t
i
v
u
t
t
a
k

a
,
 
梵

ity
u
k
-

t
a
k
a
)
が
本
事

(
林

i
t
i
v
r
i
t
t
k

a
)
と
護
ま
れ
る
に
よ
り
、
本
來

の

ア
ブ
ダ
ー
ナ
の
内
容
が
本
事
の
方
に
韓
じ
移
り
て
、
ア
ブ
ダ
ー
ナ
が
比

喩

(
a
u
p
a
m
y
a

)
の
義

に
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
そ
の
経
過
を
考
う
る
に
立
先
ち
、
ア
ブ
グ
ー
ナ
と
イ
テ
ィ
ヴ
ッ
タ

カ
と
の
関
係
を
見
る
に
、
巴
梨
の
如
是
語
経

(i
t
i
v
u
t
t
a
k
a

)

は
法
数

順
に
集
め
ら
れ
た
百
十
二
の
小
経
よ
り
成
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
名

の
i
t
i
v
u
t
t
a
a
k
a

は
梵
に
て

ity
u
k
a

如
是
語

と
も
、
i
t
i
v
r
i
t
t
s
k
a

本
事
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
漢
諜

で
は
多
く
本
事
の
意
味

に
解

し
て
居
る
の
で
、
梵
語
系
統
で
は
多
分
は

is
v
r
itt
k
p

と
し
て
傳
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
ア
ブ
グ
ー
ナ
の
語
義
に
關
し
て
は
、
古
く
、

(
2
)

英
繹
法
句
経
の
七
佛
通
誠

の
偶

の
下
に
、
註
解
者

の
意
見

と
し

て
、

av
a
d
a
n
a
は
a
v
a
+
d
a
i「浮
め
る
」
と
い
う
語

根

か
ら
來
れ

る
語

で
、
ア
ブ
ダ
ー
ナ
は
清
漂
な
有
徳
な
行
爲
の
意
味

で
、
そ
れ
よ
り
韓
じ

て
、
そ
の
行
爲
を
内
容
と
す
る
聖
話
、
そ
れ
よ
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
心

(
3
)

を
清
め
る
そ
の
説
話
を
指
す
と
な
り
得
る
と
す

る

の
で
あ
る
。
彼
得

褒
の
大
譜
典
で
は
ア
ブ
ダ
ー
ナ
な
る
語
に
二
種
あ
り
、

一
は
d
a
,
 

d
y
a
ti

+
a
v
a
「
切
る
」
と
い
う
語
根
よ
り
來
れ
る
a
v
a
d
a
n
a
「
切
断
」

の
意

A
v
a
d
a
n
a
と

I
t
i
v
u
t
t
a
k
a
 

(
高

畠

)

-333-



A
v
p
d
a
n
aと

I
t
ivu
t
k
a
 (
高

畠
)

味

で
あ

り
、

他

は

d
a
i
,
 
d
a

y
a
t
i
+
ava

「
清

め

る
」

の
語

根

よ

り
來

れ

る
a

v
a
d
a
n
a「
清

浮

な
、

承
認

さ

れ

た
行

爲

」

「
出
知
成

さ

れ
た

行

爲

」

「
起

つ
た

出

來

事

」

「
行

業

」

「
英

雄

的
行

爲

」

の
意

味

と
す

る
。

叉
、

別

に
a

p
a
d
a
n

の
項

に
於

て

d
a
,
 
d
a
d
at
i
+
a
p
a

の
語

根

よ
り

來

れ

る
も

の
と

し
、
a
b
a
d
a
na
を

「
途

行

さ

れ

行

爲

」
、
「
榮

暮
口あ

る
行

爲

」
と
(
4
)

す
る
。
以
上
が
大
譜
曲
ハの
大
膿

の
解
緯
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
勤
し
て
梵

文
百
縁
経
を
出
版
し
た
ス

イ
ェ
ル
氏
は
そ
の
序
文
に
於
て
、
ア
ヴ
ダ

ー
ナ

(

ア
パ
ダ
ー
ナ
)
を

d
a
,
 
d
ad
a
t
i
+
a
v
a
 
o
r
 

a
p
a
と
し
、
そ

れ
よ
り
來
れ
る

av
ad
a
n
aを

「
切
り
去
ら
れ
た
る
も
の
」
「
選
ば
れ
た

る
も
の
」
と
し
、
更
に

「
著
名
な
る
事
實
」
特
に
よ
い
意
味

で
、ら
赫

々
た
る
、
光
榮
あ
る
偉
業
L
と

う
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
佛
敬
で
は
、
よ
り

一
般
的
な
意
味
が
、
ア
ブ
グ

ー
ナ
の
名
を
も
つ
説
話
集
の

一
々
の
説
話
に
屡

々
適
用
せ
ら
れ
る
、
帥

ち
悪
業
悪
果
さ
え
も
、
あ
る
種
の
ア
ブ
ダ
ー
ナ
の
筋
書
を
形
成
し
て
居

る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
が

ス
パ
イ
ェ
ル
氏
の
考
え
で
あ
る
が
、
次
に
、
か
の
印
度
文
學

(
5
)

史

の
著
」者

で
あ
る
ギ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
氏
は

「
ア
ブ
ダ
ー
ナ
、
ア
パ
ダ
ー

ナ
」
な
る
論
文
に
於
て
、
こ
の
語

の
古
典
文
學
に
於
け
る
用
例
や
、
印

度

の
僻
典

の
解
繹
を
列
墨
し
て
説
明
し
、
そ
の
僻
曲
ハに
現
わ
れ
る
語
義

を
次
の
如
く
要
約
す
る
。

(
一
)
 
行
爲

(k
a
r
ma
)

(
二
)
 
過
去
に
行
わ
れ
た
行
爲
 
(
ka
r
ma
v
r
ita
t
m
,
 
a
t
i
v
r

itt
a
m)

(
三
)
 
英
雄
的
行
爲

(p
a
r
a
k
a
r
m
a

)
驚
異
す
べ
き
行
爲

(a
d
b
h
u
a

k
a
rm
a
)

(四
)
 出
來
事

(is
v
i
t
t
a)

佛
教
の
術
語
と
し
て
は
ハ
佛
教
文
墨
に
於

て
、
こ
の
語
は
業
報
の

果
を
も
た
ら
す
顯
著
な

行
業
を
述
べ
る
論
話

に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の

行
業
は
大
抵
は
、
大
施
や
、
自
己
供
養

の
立
派
な
偉
業
で
あ
る
が
、

亦
、
時
に
は
悪
業

の
場
合
も
あ
る

か
く
し
て
、
ギ
氏
は
種
女
の
論
述
の
上
、
最
後

に
、
ア
ブ
グ
ー
ナ
、

ア

ダ
ー
ナ
の
原
意
は
行
爲

(
k
a
r
m
a
)
で
あ

る
と
結
論
す
る
。

以
上
諸
氏
の
読
を
基
げ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
ヴ
ダ

ー
ナ
の
原
意
ば
、

直
ち
に
定
め
難
き
も
、
ア
ブ
グ
ー
ナ
文
學
の
中
心
思
想
は
、
南
北
を
通

じ
て
心
の
澤
化

(ci
t
t
a
-
p
r
a
s
a

d
a
)
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
佛
に
樹
し
て
種

々
の
布
施
供
養
を
な
す
も
、
心
を
清
め
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
諸
所
に
読
か
れ
る
塵
で
あ
る
。
叉
、
佛
教
に
於
け

(
6
)
、

る
重
要
な
雑
染
清
浮

の
術
語
に
考
え
合
せ
て
少
な
く
と
も
佛
典
用
語
に

於
け
る

a
v
a
d
a
n
aの
原
意
は
も
と
語
根

d
a
iよ
り
來
れ
り
と
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
恰
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次

に
前
述
の

氏
の
引

用
に
あ
る
如
く
ア
ブ
ダ
ー
ナ
は
イ
テ
ィ
ヴ
ッ
リ

ッ
タ
と
同
様

の
意
味
に

解
ぜ

ら
れ
る
か
ら
、

こ
の
爾
者
が
混
同
せ
ら
れ
る

こ
と
は
可
能
な
こ
と

で
あ
る
。

次
に
嘆
繹

に
於
け
る
意
義

の
攣
遷
を
見
る
に
、
智
度
論
三
十
三
に
て

は
阿
波
陀
那
と
は
世
間
相
似
の
柔
軟
淺
語
と
し
て
、
實
例
を
墾
げ
、
如
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是
語
経
に
は
二
種
あ
り
と
し
、

二
は
イ
テ
ィ
ヴ
ッ
タ
カ
を
指
す
も
の
の

如
く
霜
二
は
出
因
縁
と
し
て
例
を
基
ぐ
る
も
、
。そ
の
記
述
、
明
瞭
に
解

し
難
い
。
次
に
成
實
論
第

二
に
は
、
阿
波
陀
那
と
は
本
末
次
第
し
て
読

く
も
の
で
経
中
に
説
く
が
如
く
で
あ
る
、
智
者

の
言
説
は
次
第
あ
り
、

義
あ
り
解

あ
り
、
散
臨
せ
し
め
ず
、
是
を
阿
波
陀
那
と
名
く
と
す
る
。

阿
波
陀
那
を
本
末
次
第
説
と
す
る
根
擦
を
考
う
る
に
、
清
漂
道
論
に
十

三
頭
陀

の
中

の
次
第
乞
食
支

(
s
g
a
d
g
a
c
a
r
i
k
a
n
g
a

)

の
字
義
を
解

す

る
に

(7
)

d
a
n
a
m
 
v
u
c
c
a
t
i
 
a
v
a
k
h
a
n
d
a
n
a
m
,
 
a
p
p
e
t
a
m
 
d
a
n
a
t
o
 
a
p
a
d
a
n
-

a
m
 
a
n
a
v
a
k
h
a
d
a
n
a
 
a
p
a
d
a
n
e
n
s
 
s
a
p
a
d
a
n
a
m

a
v
a
k
h
a
n
d
a
n
a
v
i
r
a
h
i
t
a
m
 
a
n
u
g
h
a
r
n
 
t
i
 
v
u
t
t
a
m
 
h
o
t
i
 

(
T
i
k
a

s
a
y
s
,
 
a
n
a
v
p
k
p
n
n
a
 
t
i
 
a

v
i
c
c
h
i
r
pd
n
a
m
 
n
i
r
a
n

t
a
r
a
p
-

p
p
v
a
t
ti
)

分
噺
と
は
細
断
を
い
う
、
分
噺
を
離
れ
た
る
が
、
無
分
断
印
ち
無
細

噺
と
の
義
で

あ
る
、
無
分
断
を
有
す
る
と
は
細
断
な
く
家
毎
に
と
い

う
の
で
あ
る

(
註
日
、
無
細
断
と
は
無
中
断
で
、
無
闇
の
進
行
の
意

で
あ
る
)
。

こ
の
解
糧
は
西
洋
學
者
は
採
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
ア

ダ
ー
ナ
を

か
く
解
す

る
説
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
本
末
次
第
し
て
説
く
ど
は
業
因

縁

の
中
断

な
き
を
い
う
も
の
で
、
ア
パ
グ
ー
ナ
の
字
義
に
こ
の
意
を
含

む
を
以
て
本
末
次
第
読
と
解
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
次
に
伊
帝

日

多
伽
と
は
是
れ
、
経
の
因
縁
及
び
維
の
次
第
に
し
て
若
し
こ
の
二
経
に

し
て
過
去
世
に
あ
ら
ば
伊
帝
日
多
伽
と
名
く
と
い
う
の
で
あ
る
が
経
の

因
縁
と
は
第
六
の
尼
陀
那
を
指
し
、
経
の
次
第
と
は
第
七
の
阿
波
陀
那

を
指
す
の
で
あ
る
が
そ
の
過
去
世
に
あ
る
も
の
を
伊
帝
日
多
伽
と
す
る

乏
い
う
の
で
あ
る
。
順
正
理
論
四
十
四
に
は
讐
喩

と
言
う
は
所
説

の
蓋

宗
を
揖
悟
せ
し
め
ん
が
爲
に
廣
く
多
門
を
引
い
て
比
例
開
示
す
、

長
喩

等
の
契
経
の
所
読
の
如
し
、
有
読
に
は
、
是
れ
諸

の
菩
薩
を
除
き
、
饒

の
本
行
の
能
く
所
一讃
有
る
を
説
き
、
所
化
の
二三口
を
示
す
な
り
と
い
う
。

こ
の
所
論
に
よ
り
、
當
時
、

ア
ブ
グ
ー
ナ
に
比
喩

の
意
に
解
す
る
と
聖

弟
子
等
の
本
末
因
縁

の
意
に
解
す
る
と
の
爾
説

の
あ

つ
た

こ
と

を
示

す
。
次
に
本
事
に
就
て
は
、
昔
よ
り
展
韓
傳
來
せ
る
を
読
き
、
読
人
を

顯
は
さ
ず
、

所
読
の
事
を
談
る
な
り
と

印
ち
所
論
の
事
と
解
し
た
こ

と
が
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
喩
伽
師
.地
論
第
二
十

五
に
は
、
讐
喩

に
由

る
が
故
に
本
義
明
浮
な
り
、

こ
れ
を
讐
喩
と
名
く

と
い
い
、
本
事

に
就

て
は
諸

の
所
有
宿
世
相
鷹

の
事
義
言
教
是
を
本
事

と
名
く
と
い
う
。
同

編
八
十

一
に
は
、
讐
喩
に
由
る
故
に
隙
義
明
了
な
り
と
し
、
本
事
と
は

本
生
を
除

い
て
前
際

の
諸
所
有
事
を
宣
論
す
る
を
謂
う
と
。

こ
れ
、
元

來
、

ア
ブ
ダ
ー
ナ
に
屡
す
べ
き
聖
弟
子
等
の
前
際

の
諸
所
有
事
を
本
喜

に
屡
せ
し
め
た
の
で
、
ア
ブ
ダ
ー
ナ
を
本
義
明
漂

叉
は
隠
義
明
了
と
解

し
た
の
は
ア
ブ
グ
ー
ナ

の
字
義

に
關
聯
す

る

c
l
e
a
r
,
 
d
a
z
-

i
n
g
.
 
w
h
i
t
e

等

の
意
味
か
ら
來
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
出
曜

の
謬

語
と
併
せ
考
う
べ
き
で
あ
る
。
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
第
六
に
は
讐
喩
と

は
諸
経
中
比
況

の
読
あ
る
を
い
い
、
同
阿
毘
達
磨

雑
集
論
第
十

一
に
は

A
v
a
d
as
p

と

It
v
u
t
t
k
a
 (高

畠

)
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A
v
p
aa
p
と
l
t
v
u
t
t
a
k

a
 (高

畠
)

諸
経
中
比
況

の
説
あ
り
、
本
義
を
し
て
明
了
を
得
し
む
る
爲
に
諸
の
讐

喩
を
説
く

と
す
る
。
こ
の
爾
書
共
に
本
義
を
聖
弟
子
等
前
世
相
慮
事
を

宣
読
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
全
く
、

ア
ブ
グ
ー
ナ
を

比
況

(
a
u
p
a
-

m
y
a
)
の
意
に
解
し
、
随

っ
て
本
事
を
聖
弟
子
等
の
前
世
の
事
歴
を
説

く
も
の
と
解
す
る
に
至
つ
た
の
で
、
阿
波
陀
那
の
本
義
が
伊
帝
日
多
伽

に
移
つ
た
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(8
)

今
こ
の
見
方
か
ら
梵
本
法
華
経
の
方
便
品
の
九
部
経
の
基
ぐ
る
中

の

讐
喩
の
原
語
を
見
る
に
a
v
ad
a
d
a
n
a

を
用
い
ず
a
u
p
a
m
y
a
を
用
い
て

居
る
こ
と
は
、
こ
の
経
典
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
経
典
の
屡

す
る
部
派
叉
は
成
立
時
期
の
考
究
に

一
観
黙
を
與
う
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

先
に
ア
ブ
ダ
ー
ナ
文
學
の
中
心
思
想

は
心

の
漂
化

Citta
-

pr
a
s
a
d
a
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

こ
の
心
の
漂
化
と
離
す

こ
と
の

出
來
な
い
の
は
施
與

d
a
n
aの
行
で
あ
る
。
値
佛
し
て
、
種
汝
の
捨
施

供
養
を
行

じ
、
心
の
清
澄
挽
豫
を
得
て
將
來
、
悪
趣
に
墜
せ
ず
、
畳
果

を
得
る
に
至
る
次
第
を
前
後
生
を
通
じ
て
解
明
す
る
の
が
ア
ブ
ダ
ー
ナ

で
あ
り
、

各
汝
の
説
話
に
は
大
抵
、
施
與
の
行
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

m
a
t
s
a
r
y
a

樫
貧
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
ア
ブ
グ
ー
ナ
は
捨
施

の
功
徳
と

封
比
し
て
そ
の
罪
悪
が
強
調

せ
ら
る

に
過
ぎ
な
い
。
梵
本
百
縁
経
の

多
く
の
説
話
の
結
語
と
し
て
、
常

に
次
の
佛
陀
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
て

居
る
。
A
y
a
m
 
a
s
y
a
 
d
e

y
p
d
r
m
o
 

y
o

m
a
n
t
i
k
e
 c
it
t
p
r
a
s
a
 
t
i

か
玉
る
こ
と
が
、
彼
れ
の

わ
れ

へ
の
心
清
浮

(悦
豫
)
を
表

わ
す
と

こ

ろ

の
施

與

法

で

あ

る

と

(
A
v
ad
a
n
a
s
a
t
a
k
a
 
p

p
.
 
7
,
 
1
2
,
 
2
2
,

2
7
,
 
3
5
,
 
4
0
,
 
4
6
,
 
5
3
,
 
6
2
,
 
1
2
8
,
 
1
3
3
,
 
1
4
3
,
 
1
4
7
,
 
1
5
2
,
 
1
5

7

1
62
,
 etc
.)
。
か
く
心
清
澤
と
關
聯
し
て
常

に
施

捨

が
説

か
れ

る
の

で
、
ア
ブ
ダ
ー
ナ
の
原
意
を
施
與
と
解
し
た
時
代
が
あ
つ
た
の
で
な
い

(
9
)

か

と
思

う

の

で
あ

る
。

グ

ラ
ズ

マ
ン

の
吠
陀

僻
典

に
は

a
v
p
+
d
a

に

b
e
f
r
i
e
d
i
g
e
n
 

(
喜
ば
す
)
、
b
e
sc
he
n
k
e
n
 (贈

與
す

る
)

の
意

味

を

與

え

て
a

v
a
d
i
s
i
y
a
な

る

可
能

法

の
用

例

を

示

す
。

前
述

の
如
く
、

a
v
a
+

d
a
i(
清
め

る
)

よ

り

來

る

と

見

る

は
恰

當

と
考

う

る
竜

佛

典

の
用

例

と

し

て

は
常

に

v
y
av
ad
a
n
a
(清
浮

)
、
s
a
m
k
l
e
c
a
(雑
染
)

と

封
比

せ

ら

れ
、

軍

猫

の
a
v
a
d
a
na

の
用

例

を

未

だ

見

な

い

の

で
あ

る
。

こ
れ

を

k
p
r
m
a
n
と

か

k
a
t
h
aと

か

に

解

す

る

こ
と

は
韓

化

し

た

以

後

の
意

味

と

し

て
適

當

な

る
も

語

の
原

意

と

し

て

は
認

め

難

い
と

思

う
。
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